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印刷・ドライラミ工程の常識を変える！次世代粘度コントローラー
『VISCON JAPAN』製品案内資料
【省力化・高耐久・工場DXの一元管理を実現】
1. データの集中管理・DX化が30年間進まなかった理由
■ 通信機能の有無ではなく、「送られてくるデータの信頼性」が課題だった
従来の粘度コントローラーは、画面の表示数字が上下にバババタと激しく振れる現象が多発していました。時速80kmで走っているのにスピードメーターが「70km→90km→80km」とブレ動く車を信用できないのと同様に、現場は使い物にならないデータの管理を諦めていました。

■ 数字がブレる2大原因：機械構造のトラブル
 ・洗浄不足 🧼：手動での溶剤洗浄は手間がかかり、インク詰まりでポンプの脈動が不安定化する。
 ・注油不良 🛢️：従来の機器は面倒なエア抜き作業が必須であり、油切れによる部品摩耗でガタガタになる。
※この根本的なメカニカルトラブルを解決しない限り、いくら通信機能をつけてもDX化は不可能です。
2. Viscon Japanが起こした技術革新（2つの特許技術）
Viscon Japanは、「実際の粘度 ＝ 画面の表示」を可能にする100%信頼できる粘コンをゼロから開発しました。

💡 TURBO WASH（強力バブル洗浄） 【特許第6421093号】
 ➔ 溶剤循環と高圧エアによるバブル洗浄方式。手動での洗浄時間と手間を半分に削減し、インク詰まりを根本から根絶！

💡 スマート注油システム 【特許第6363571号】
 ➔ 面倒なエア抜き作業が完全に不要な自動注油メカニズム。無注油（油切れ）によるパーツ摩耗を
ゼロにし、常に正確・一定のポンプ駆動を担保。
3. 工場DX効果を加速する先進製品ラインナップ
📦 集中管理・工場DX化システム 『iCom Ready Package』
 各印刷ユニットごとの粘度情報を1か所でリアルタイム確認・一元管理。粘度情報が30秒に1回自動ロギングされ、確実な品質トレーサビリティを確立します。異常アラーム発生時もどのユニットか瞬時に特定。30分毎の手動ザーンカップ計測・記録作業が完全に不要になります。

📦 自動補充システム 『LC (Level Control) シリーズ』
 20～30分ごとの手作業による白インキや接着剤の補充を10kgずつこまめに完全自動化。極めて高い粘度精度をキープします。

📦 自動調合ディスペンサー 『VAD シリーズ』
 生インキや接着剤を全自動調合。【VAD調合×LC自動補充】の連動システムは世界初の革新技術です。
4. 性能比較表
	評価項目
	従来の粘度コントローラー
	VISCON製品 (iCom/LC/VAD)

	特許洗浄＆特許注油システム
	× (なし: 故障原因の80%)
	◎ (完全自動: 故障をほぼ解決)

	粘度精度の長期安定・高耐久性
	△ (不安定・手測りバラつき)
	◎ (長期間にわたり正確・安定維持)

	集中管理・工場DX化対応
	△ (手動測定・ログ保存不可)
	◎ (PC自動記録・一元管理)

	補給・調合の手間
	× (すべて手作業補充・重労働)
	◎ (調合から補充まで完全自動化可能)
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